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1.数 学
「私は と りわけ数学が好 きであ った,そ れの推 論の確実性 と明証性 とのゆ
えに。 しか し私は まだそれ の真の用法に気づ いてはい なか った し,ま た数 学
は機 械的 な技術に しか役立 たない もの と考 えていたので,そ の基礎が きわめ
て堅 固であ りきわ めて 確固 と してい るのに,だ れ も その上 に より 高い もの
を何一つ建設 しないeと に,私 は驚いて しまった。」(A・T・VI・7・)(方法序
説 第1部.)
デ カル トが数学 を学 んだのは ラ・フレーシ ュ学院 の哲学科 第2学 年(1613-
14)においてであ り,自 然学 と一緒 に教え られた。上の驚 きは当時 の授業 を
うけた感想 ともいえ よ う。
「数学 では,幾 何学者の解析 と代数学を,私 は少 しぼか り学 んで いた。…
…。つ ぎに古代 人の解析 と近代人 の代数 についてい えぽ,そ れ らはきわめて
抽象的 な事柄 に広が るだけ で,な んの役に もたた ない よ うに思われ るばか り
でな く,前 者はつねに図形 の考究に制約 され ていて,構 像力 をひ ど く疲労 さ
せ ることな しには 悟性 をはた らかせ る ことがで きない。 また 後者 において
も,若 干の規則や若干 の記号にひ どくとらわれ るので,人 び とは これを もっ
て精神 を育成 す る学 問 とす る代 りに,精 神 を悩 ます ところの混乱 した分 りに
くい技術 として しまった。」(A・T・VI・17-18・)(方法序 説.第2部.)
ここにい う解析 とはギ リシア幾何学 の作図題における もので あ り,代 数 と
は アラビア人か ら伝 え られた もので,当 時は記号的 に も混乱 した ものであ っ
た。 したが って代数 は学問的に も無価値で粗雑な技術 に堕落 していた。デ カ
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ル トはこれを憂いて多年研究の結果,幾 何学の解析に代数を活用 したが,こ
れが後年デカル トの 「解析幾何学」 として結晶した。
以上のように,数 学はデカル トにとって一大関心事ではあったが,実 際に
はそれ以上に彼に とって深い意味をもつ ものであった。 とい うのは数学な し
に彼の思想を考えることは不可能である。その最も著 るしい例 として,彼 の
哲学を導びいた有名な 「方法」は数学に対する彼の深い傾倒に由来するもの
である。この方法の駆使により彼はすべての ものを疑い,つ いに疑 うことの
できないcogitoを見出 したといわれている。 そ してそのさい彼の懐疑の基
準 となったものは 「明晰」 と 「判明」のふたつである。 これは とりもなおさ
ず数学のもつ基本的な属性であることを思えば,数 学がいかに彼の学問の根
幹 として重要であるかが分るであろ う。
「幾何学者たちが,彼 等の最 も困難な証明に到達するために,用 い慣れて
いる,き わめて単純で容易な,推 論の長い鎖は,私 にこんなことを考える機
会をあたえた。 すなわち 人間の認識に 到達することので きるすべての事柄
は,こ れ と同じように互いにつながっているのであろうと,… …。そ してこ
れまで学問の うちに真理を探求 したすべての人びとの うちで,い くつかの証
明,す なわちい くつかの確実で明証的な理由を見出す ことのできたのはひと
り数学者だけであった ことを考えると,私 は彼等が検討 したものと同じもの
を以ては じめるべきであるとい うことを疑わなか った。」(A・T・VI・19・)(方
法序説.第2部.)
デカル トが教育を受けた学問の うちで,彼 による系統的な批判攻撃を受け
なかった もの,す なわち確実で 明証的なもの,こ れを 数学のなかに求める
と,それは数論 と幾何学だけである。 この2つ,ピ タゴラスには じまる数論
とユークリッドに総合 された幾何学は,真 の論理のモデルであった。
「規則2.わ れわれの精神が確実で疑いのない認識をもち うると思われる
ような対象にのみ,た ず さわ るべきである。
……。そこでわれわれの推論が正 しければ,すでに知 られたすべての学問
?
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の うちで,こ の規則 を守 ることに よってわれわれをそ こへ立戻 らしめ るもの
は,た だ数論 と幾何学 とのみ しか残 らない ことに な る。……
これに よって,何 故数 論 と幾何学 とが,他 の学 問 よ りは るかに確実 である
かが 明白に分 る。す なわ ちただそれ らのみが ご く純粋 で単純 な対象を取 りあ
つかい,し たが って経 験が不確実 にす るよ うな ものを絶対になに も前提 とせ
ず,ま たそれ らは全体的 に理性に よって績繹 され る帰結 の系列か ら成立 して
い るか らであ る。……
そ こで これ らすべ てか ら結 論すべ きことは,実 際 にただ数論 と幾何学 との
みを学ぶべ きであ るとい うことではな く,真 理の正 しい道を求め る者 は,数
論 と幾何学の論証 に等 しい確実性 を もちえない よ うないかな る対象に もたず
さわ っては な らない とい う ことであ る。」(Pl6iade・39-42・)(精神指導の規
貝ll.第2貝U.)
この第2則 の最後 の ことばは貴重 であ る。 デカル トに とって数学 の研究 は
最終の 目的ではな く,真 理 の探求のための 重要 な モデルで あ ったわけであ
る。
特筆すべ きは デカル トが彼の哲学 の根本思想を述べ るのに,ユ ーク リッ ド
幾何学 の形 式を用 いた ことであ る。それは 「省察」 の 「第2答 辞」の附録に
載せ られた次の表題 の ものにあ らわれ る。
「幾何学的な仕方で並べ られた,神 の存在 お よび精 神 と肉体 との間に存す
る区別 を証明す る推論。」(A・T・IX-1・124・)
これ には10の 定義が まず与 え られ,要 請7つ,公 理 または共通概 念を10
規定 して,こ れ らか ら命題4つ を導いてい る。
「命題L神 の存在 はそ の本性の 単 な る考察か ら 認識せ られ る。」(A・T・
IX-1.129・)
「命題4.精 神 と肉体 とは実在的 に区別せ られ る。」(A.T.IX-1.131・)
ラ ・フレーシ ュの学説を卒業 した若 いデカル トは青年貴族 としてその青春
を謳歌 したが,バ イエの伝記に よると,「哲学者」 と しての面の外に 「粋人」
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と しての半面があ った との ことであ る。 しか し彼 の遊びは決 して喜 び と安定
を与 え るものではな く,遊 びのつづいた あ と,き まって下宿 を とび出 し,親
友 にす ら姿を隠 して,郊 外の一室においてひそかに数学 の研究 にふけ った と
いわれてい る。
しか し既述 の よ うにデ カル トに とって数学 は最高の関心事 ではな く,哲 学
への楷梯に役立 つ ものにす ぎなか った。
「それで,才 能 も学識 もある人び との大多 数が,こ れ らの学問(数 学)を
味わ ってみた後に,子 供 じみた 空 しい もの と して 直 ぐに 見捨 てて しまった
り,ま たは反対 に非常に困難 で繁雑な もの と考えて,や りかけの ところで も
う尻 ごみす るのを見て も,私 は驚か なか った。なぜ な らば,実 際に空 しい数
や構像 した図形 にたず さわ って,そ のよ うなつ まらぬ ものの認識に満足 した
が っている よ うに見え るほ ど 空 しい ことはないか らであ る。」(Pl6iade.48-
49.)(精神指導の規則.第4則.)
デカル トは1637年に 「方法序説」 を刊行 し,そ れ に 「光学」「気象学 」「幾
何学 」の3つ の試 論を記載 したが,専 門の数学の研究 はそれ 以前 にすでに停
止 していた。それ を しめす証拠 と して,メ ル セ ンヌへあてた手紙(1630.4.
15.)のなかに次 の よ うにあ る。
「(数学の)問 題 についてな らば,も しあなたが ご希望 な らば,他 の人び
とに出すための ものを百万題で もあなたにお送 りしま しょう。 しか し私は も
う数学 にはあ きあ きしてお り,い まは自分 自身 でそれ らを解 こうとす る労 を
と らない状態 にな ってお ります。以下 に私 が昔,単 純(初 等)幾 何学 以外の
助 けをか りず に,す なわち定木 とコムパスだけで発見 した3つ の問題をかか
げ ておきま しょう。
与 え られた大 きさと位置 を もつ他 の4つ の球 に接 す る1つ の球 の直径を求
め ること。
与 え られた位置 にある無限に長い3直 線に接 し,ま たそ の軸 が他 の与 え ら
れた位置にあ る無限に長い直線を直角に切 る よ うな,放 物線 の軸 を求め る こ
?
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とo
日時 計 の お か れ て い る地 球 上 の 位 置 が 知 られ,ま た 年 の 日附 が 与 え られ た
場 合 に,そ の 影 の 先 端 が,少 な く と も可 能 な と き に は,与 え られ た3点 を 通
過 す る よ うな 日時 計 の 形 を 求 め る こ と。(問 題 だ け は ラ テ ソ語 で 書 か れ て い
る 。)
も し私 が 考 え よ う と思 え ば,も っ と難 か しい 問 題 も き っ と見 つ か る で し ょ
うが,そ の 必 要 も な い と思 い ます 。」(A.T.1.139.)
ま た 後 年1638年9月12日 に 同 じ く メル セ ン ヌへ あ て た 手 紙 の 末 尾 に も次
の よ う.にあ る 。
「… … しか し ど うぞ 幾 何 学 に つ い て は も は や 私 に 何 に も期 待 しな い で 下 さ
い 。 な ぜ な らば あ な た が ご存 知 の よ うに,幾 何 学 で 自 分 を 鍛 錬 した い と思 わ
な い と 明 言 して か ら も う長 い こ と た っ て お り,ま た 私 は 正 直 に い っ て 幾 何 学
に 終 りを つ げ る こ と が で き る と思 うか らで す 。Maisnattendezplusriende
moy,s'ilvousplaist,enGeometrie;carvoussgauez・qu'ilyalongtems
queieprotestedenem,yvouloirplusexercer,etiepensepouuoir
honnestementymettrefin.」(A.T.II.361-362.)
な お この 手 紙 は,そ の な か に デ カル トの 等 角 ス パ イ ラル(spirale6quian-
gulaire)の重 要 な 性 質 が 述 べ られ て い る の で,有 名 で あ る 。
II.暫 定 道 徳 律 と 日 常 生 活
デカル トは不決断をつねにおそれた。それは彼にとって本質的な恐怖であ
った。 とい うのは逡巡は前向きの進路を さだかにせず,心 身を ともにこおば
らせるものであったか らである。彼は言 う。
「理性がわた しの判断において不決断であることを余儀な くさせている間
も,わ た しの行為において決 して不決断におちい らぬ ように,ま たそのとき
か らできるだけ幸福に生活することをやめないために,わ たしは三,四 の格
率か ら成 るものにすぎないが,自 分のために 暫定の道徳律を 作 ったのであ
(14) 人 文 研 究 第38輯
る。」(A.T.VI.22.)(方法序説.第3部.)
この うちの 「不決断におちい らぬ よ うに」 と 「幸福 に生活す る」について
は次の手 紙の ことばが参 考にな る。
「私た ちはあ らゆ ることについて確実 な証 明を もつ ことはで きませんが,
行動す る ことが問題 であ る場合には,決 して不決断で あってはな らないため
に,実 行 に移 さるべ きあ らゆ ることが らについて,と もか くも決心 を定 め,
最 も真実 らしい と思われ る意見を採用 しなければな りませ ん。なぜ な らぽ哀
惜 と後悔を ひ き起す ものは 不決断唯一 つ しかないか らで あ ります 。」(A・T・
IV.295。)(エリザベー ドへの手紙.1645.9.15.)
「`至福に生 きる'(viverebeate)とは,い かな る ことであるか を知 る必 要
があ ります。 もし幸運(1'heur)と至福(lab6atitude)の間につ ぎの よ うな
相違 が存在す るのでなければ,わ た しは フランス語 でvivreheureusement
(幸福に生 きる)と 申すであ りま しょう。 その相違 とい うのは,幸 運はわれ
われ の外にある事物 にのみ関係 し,し たが って,自 分で手 に入 れた ものでな
い何か善 い ものが 到来 した人は賢人 よ りも一層幸福(heureux)であ ると評
価 され ることにな ります。それ に反 して,至 福 とは精神 の完全 な満足,内 的
な充 足にある とわた くしには思われ ます。」(A.T・IV.264.)(エリザ ベ■一・ド
への手 紙.1645.8.4.)
さ らにデカル トは 「哲学原理」 の序 文で,学 問をす るのに守 るべ き順序 の
第一 と して,不 完全な認識 しか もた ない人は,
「何をおいて も,彼 の生活 の行動 を規制す るのに十 分な道徳律 を自分で作
る よ う努力すべ きで ある。それ は猶予 をゆ るさぬ ことであ り,ま た何 よ りも
人は よ く生 きることに努めなければな らないか らであ る。」(A.T.IX-2.13.)
と述べ て,暫 定道徳律 の 設定 をすす めてい る。 デ カル ト哲学 の究極 は,医
学,機 械学,道 徳にあ るが,暫 定的道徳律 か ら進 んで決定的道徳律 への路す
なわ ち道徳論 の完成 は ス トックホルムにおけ る彼 の死に よって中断 された 。
?
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以下方法序説第3部 に述べ られ た彼の暫定的道 徳律 を しるそ う。
「第一の格率は,神 の恵みに よって私 が子供 の ころか らそのなかで教 え ら
れ て きた宗教 をつねに守 りなが ら,ま たその他のすべ ての ことにおいては,
私 が い っし ょに 生 きてゆ かねぽ な らぬ 人 び との うちの,最 も良識(思 慮分
別)の あ る人た ちに よって実践上ふつ うに受けいれ られ てい る最 も穏健 な,
また行 き過 ぎか らは最 も遠い意 見に したが って自分で舵 を と りなが ら,国 の
法律 と慣習に したが うとい うことであ った。」(A・T・VI・22-23・)
デカル トは,穏 健 な意見は実行 す るのに最 も便利 である し,ま た極端 な意
見 は悪 いのが普通 である し,穏 健な意見はおそ らく最良の もので あろ うとの
理 由か ら,穏 健な意見 に したが った。 また少 しで も自由を狭 める よ うな約 束
は,す べ て極端 な意見のなかに入れ ていた。
パ スカル もこ う言 っている。 「極端 な精神は,極 端 な精神喪失 と同様 に,
狂愚 と して非難 され る。中庸以外には何に もよい ものはない。多数 の人 び と
は この ことを確定 し,ま たいずれ の端か らであ って も,中 庸か ら逃 げ出 した
者を悪 く言 う。私は中庸に固執 は しないが,そ こに おかれ ることに十分 同意
す る。そ して私 は下 の端 におかれる ことを拒 絶す る。それ は下であ るか らで
はな く,端 であ るか らで ある。なぜ な らば,私 は上 の端 におかれ る こと も同
様に拒絶す るか らであ る。 中間か ら逸脱す ることは,人 間性 か ら逸脱す る こ
とである。(C'estsortirdel'humanit6quedesortirdumilieu・)人間の
魂の偉大 さは,い かに して中間に身を持す るか を知 ることに存す る。偉大 さ
は中間か ら逸脱す ることにある どころか,む しろそ こか ら逸脱 しない ことに
ある。」(Pens6es.378.)
「私 の第二 の格率は,私 の行動 においてで きるか ぎ り,確 固 として果断で
あ ること,ま たいかに疑わ しい意 見であ って も,ひ とたびそれ と決心 した場
合 は,そ れが きわ めて確実で ある場 合 と同様に,変 わ ることな く,そ れに従
うとい うことであ った。」(A!r・VI・24・)
(16) 人 文 研 究 第38輯
これにつづ く文 に旅 人の比喩 がある。それは 「森 の中の デカル ト」 といわ
れ る くらいの有名な箇所で ある。 ア ランは これ をつ ぎの よ うに述べ てい る。
「森 の中に道を失な ったデカル トは,こ の道 よ りも ほかの道 を とるべ き何 ら
の理 由を も知覚 しない。 しか もなおデカル トは選 び,彼 が選んだ ものが最 も
理性的であ るかの よ うに,選 んだ道 に執着 し,ま た,こ の確固 と,した態度 と
一貫性に よ り,実 行 において 自己に忠実であ るこ とに よって,こ の偶然 の選
択 を救い,こ れ を よき もの となす のである。 この有 名な比喩は,よ く考えて
み るな らば,疑 うべ き ときには最 もよ く疑い,信 ずべ きときには信 じ,つ ね
に 自己を確信す る ことがで きた人 の歩み と身ぶ りをわれわれに彷彿 させ るこノ
とがで きるはず である。」(Alain,Id6es,EtudesurDescartes,L'homme.)
デカル トは 「この ことは(こ の格率に したが うことは),心 弱 く動揺 しや
す い人び との良心 を悩 ま しがちな,あ らゆ る後悔 と苛責か ら,そ の とき以来
私を解放す る力 を もっていた。」(A・T・VI・25)と結 んでい る。
後悔 と苛責 の定義 は 「情 念論」第2部63「 自己満足 お よび後悔」と60「苛
責」に与え られ ている。
「われわれ 自身に よってな された善はわれわれ に内的満足 を与 え,こ れは
あ らゆ る情念の うちで最 も快 い ものである。 これに反 して悪 は後悔 をひ き起
こ し,こ れは最 も苦い もので ある。」(A・T・XI・377・)
「逡巡(不 決断iJr6solution)が取 り除かれない まえに,あ る行動 をす る
ことに決 める と,そ れは良心 の苛責を生む 。」(A・T・XI・376')
v・si、 ■.」"・
「私の第三の格率は,つ ねに運命 よりはむ しろ自分に打ち勝 とう,そ して
世界の秩序 よりも自分の欲望を変えようと努めることであった。また一般的
にいえば,自 分の思想を除いては完全にわれわれの能力の範囲内にあるもの
は何にもないのであるか ら,したがってわれわれにとって外なる事物に関 し
ては,最 善をつ くして もうまくいかない ものはすべて,わ れわれにとって絶
対に不可能であるとみなされると,信ずる習慣をつけることであった。」(A・
?
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T、VI.25.)
この 一 段 は ほ と ん どす べ て ス トア思 想 を も っ て 貫 か れ て い る 。 エ ピ ク テ ー
トス な らび に セ ネ カ を 思 い 出 させ る 。
デ カル トは言 う。われわれ の外な るあ らゆ る善 きものが,み なわ れわれ の
力か ら等 し く遠い ものだ と見 なすな らば,わ れわれの過失でそれ らを失 なっ
たのでなければ,責 任 はわれわれの 出生 に帰せ らるべ きで,そ れ を遺憾 に思
うこともあるまい。 また昔 の哲学者は,か れ らの思想以外には何 に もかれ ら
の力 の範囲内にない ことを納得 していたので,そ の ことだけで他 の事物 に何
らの愛着を も抱かぬ よ うにす る ことがで きた のであ る,と 。
「だれかに気に入 られ た くて外界 へ眼を向ける とい うことが,一一度 で もき
みに あ るな らば,い いかね,き みは生活 の よりどころを失な うことにな るの
だ。だか らいつの場合 で も,哲 学徒であ ることで満足 し,そ して もしそ の う
え,ひ とに認めて もらいたい場合には,き み 自身に認め られ る ようにす るが
よい。そ うすれば きみは充分 であろ う。」(エ ピ クテ トス,23.長 坂 公一訳)
「最後 に,こ の道徳律 の結論 として,こ の世 で人び とがい となむ さまざま
な仕事 に眼 を通 し,そ の うちか ら最善の ものをつ とめ て選ぼ うとした。そ し
て他人 の仕事に?い てかれ これ言 うつ もりはないが,当 時 自分が していた仕
事 をつづけ てい くこ と,す なわち私 の理性 を啓発 し,自 分が 自分 で きめた方
法 に したが って,真 理 の認識 にで きるか ぎ り前進す る ことに,私 の全生涯を
費す とい うこと以上 に よい ことはな しえない と考 えた。」(A・T・VI・27・)
これ はデ カル ト自身の結論であ るが,当 時 の彼に とっては満足 以上 の もの
であ った。
「私 が この方法を活用 しは じめ てか らは,こ の世におい て人は これ 以上 に
楽 しい,こ れ以上に清 らか な満足は味わええない と信 じたほ どの心ゆ くまで
の満足を私はおぼえた。私 にはかな り重要 で しか もふつ う他の人 び とには知
られ てい ない よ うに見 えるい くつかの真理 を,毎 日の よ うに この方法 に よっ
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て発見 してゆ き,こ れ に よって私が味わ った満足感は私の精神をみた しきっ
て,残 りの ものは一 切心 にふれなか ったほ どである。」(A・T・VI・27・)
真理 の探求 と発見は,デ カル トに無上の喜 びを与 えたが,こ れは また彼 の
道徳律 に決定的 な根 拠を与 え るもので あった。彼 がエ リザ ベー ド女王 にあて
た手紙(1645.8.18)のなかに こ う述べてい る。
「それゆえわた くしは ここにつ ぎの よ うに結論で きると信 じます,す なわ
ち至福(b6atitude)は精神の満足,い いか えれば一般 に満 足感 の うちに しか
あ りえません。なぜ な らば,身 体に依存 したいろいろの満 足感,身 体 に少 し
も依存 しない他 の満足感 といろいろあ りますが,い か なる満足感 も精神 のな
かに しか あ りえないか らであ ります。 しか も確 固 とした満足感 を もつために
は,徳 に従 う必要 があ ります。す なわ ち,私 たちが最善であ る と判 断す るで
あろ うすべ ての ことを実行 す る確 固不動 な意志 を もち,ま た十分に判 断す る
ために私 たちの悟性の全力を用 いる ことが必要 なのであ ります。」(A.T・IV・
277.)
不決断をおそれ,至 福 の生活を い となむために 上に述べた 道徳律 を設定
し,こ れに忠実 であ った デカル トは まさに真 の英雄 とよぶにふ さわ しい。
「英雄を案 内者 に しよ う」 とア ランはい う。 「英雄 とは,自 分を信ず る こ
とを選 ぶ人でなけれ ば,な んであ ろ う。 とにか く決意を きめて,決 意を ま も
らなけれぽ な らない。なぜ な らぽ,わ た しが熟慮 し,で きるか ど うか を検討
す るだけ で も,必 然性 がいや お うな しにわ た しを捉 えるか らであ る。物 の本
性 に したがって,す べては原因に よってお こるのであ り,そ して この経験 が
われわれ に向 って,わ れわれ は何 も変 えず,何 もつ くらず,何 もで きない と
い うことを証 明 してや まないのであ る。偉大 な魂 は この よ うな証 明以外に征
服すべ き 他の ものは 何一つ もた ない。 しか しこれ は 征服 しなければな らな
い。 なぜ な らば,こ の よ うな証 明に したが って生 きるこ とは,い や しい こと
で あ り,し か もまた,よ く注意 してみ る と,い や しいのはただその ことだけ
だか らであ る。 ときお り征服 され るこ とは決 していや しい ことではない。 し
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か しいつで も征服 され るだ ろ うと もし,こ の ように言 って よければ
布告す るこ とがいや しいのであ る。英雄 が 自分 自身に命 じるこ とは,す なわ
ち信 じてかつ敢行す る ことで ある。徳 とは第一に思考であ り,す べ ての英雄ノ
は 哲 学 者 で あ る 。」(Alain,Id6es,EtudesurDescart6s,La96n6rosit6・)
最後 に彼 の 日常生活の 特徴 について 述べ よ う。 それは デカル トの 日常生
活におけ る 時間 の 使 い方にあ る。 これには,エ リザベ ー ド女王あての手紙
(1643.6.28)を見 るとよい。
「わた くしの研究におい ていつ も守 ってきた主 な規則,ま た何 にか の知識
を得 るた めに もっと も役立 った と思 う規則 は,つ ぎの通 りであ ると,真 実 こ
めて,申 し上げ られ ます。す なわ ち想像力を 占め る思索には,一 日の ご くわ
ずか な時間 しか決 して用いず,悟 性 だけ を 占める思索には,一 年 の ご くわず
かの時間 しか決 して用いず,そ して残 りのすべ ての時 間は,感 覚(sens)の
くつ ろぎと精神(espri七)のい こいにあてた ので あ ります。」(A・T・III・692-
693・)
想 像力を占め る 思索 とは 今 な らば,さ しず め 数学や 自然科学 の研究で あ
り,悟 性 だけを 占め る思索 とは哲学 のそれ を指 している。
感覚の くつろ ぎと精神の憩 いには,何 が よいか。 デカル トは同 じくエ リザ
ベ ー ドに こ うすす めている。
「森 の緑,花 の色,鳥 の飛 ぶ さま,そ の他,こ れに類す る,い か なる注意
力 を も必要 と しない よ うな ものを眺め ることに よって,自 分は何一つ考 えて
いない と信 じている よ うな人 の真似 をす る よ うに専 念す る ことです。 これ は
時間の空費では な く,か え って時間 の善用であ ります。」(エ リザ ベー ドへの
手 紙.1645.5月または6月.)(A・T・IV・220・)
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III.情念 と高適 の心
デカル ト哲学 におけ る重要問題 の1つ として,心(魂)と 身体の問題 があ
る。 これ は現代に まで尾 をひ く,お そ らくは人類 に とって永遠の問題 であろ
う。
デ カル トは,心 と身体 の実在的区別を主張 したが,他 面において,こ の両
者 が 「人間」において密接に結合 してい ることを説 いてい る。
「この後私は理性 を具 えた魂(1'ameraisonnable)につ いて述べ,そ れ が
これ までに述べ てきた他の ものの よ うに,物 質 の力か ら決 して導 き出 され る
ものでは な く,は っき りと創造 されねばな らぬ ことを示 した。そ して また理
性 を具 えた魂は,水 先案 内人がその船 に乗 っている よ うに,人 間の身体に宿
っている,と い うだけでは不十分であ る,恐 らく手足を動 かす だけ な らばそ
う考 えて もよか ろ うが。それに加 えて,わ れわれに似た感 情 と欲望 を もち,
したが って真 の人 間を構成す るためには,理 性 を具 えた魂 と身体が結合 し,
より緊 密に一体 となる ことが必要 である ことを示 した。」(A・T・VI・59・)(方
法序 説.第5部.)
しか し,心 と身体におけ る区別 と結合は 明 らかに矛盾 を意味す る。心身分
離 の形 而上学説 と心身結合の経験 的事実 の この2つ はいか に整合的に説 明さ
れ るのであろ うか。
エ リザベ ー ドが デ カル トに あてた手紙(1643.5.16.)のなかに,心 身関
係の問題 につ いて次の よ うに質 問 してい る。
「如 何に して人間 の魂(思 惟す る実体で あ るにす ぎないのに)が,意 志 を
もった行動 をなすために,身 体 の精気を動 かす(d6terminer)ことがで き る
のか,そ れ をお聞かせ下 さい。」(A.T.III.661.)
この質 問は デ カル トをいた く狼狽 させ,心 身相関の理論 へ と立向わ しめ,
それ は 「情念論」の執筆 を うなが した 。 これは 同時に彼 の道徳観 の進 展を も
意味す る。
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「情念論」の原名は(魂 の諸情念,LesPassionsdePAme)であ る。
第1部 は 「情念一般について,そ して た また ま,人 間 の本性 全体につい
て」 と題 され,心 身合一の 立場か ら,情 念が身体 にいか な る 変化 を与 える
か,ま た身体の変化が情念 にいか なる変 化を与 え るか を論 じてい る。
デ カル トは 冒頭 で次 の よ うに語 ってい る。
「すべて新たに生ず るこ と,新 たに起 こるこ とは,哲 学者た ちに よって一
般 に,そ れ が起 こる主体に関 しては受動(passion,情念)と よばれ,そ の こ
とを起す主体に関 しては能動(action)とよぽれ ている。 したが って能動者
と受動者 とは しぽ しぼ非常 に異な ってい るが,能 動 と受動 とはつねに同一の
ことが らで あって,そ れ は,2つ のちが った主体 に関係づけ られ うるがゆえ
に,能 動 と受動 とい う2つ の名を もつ ので ある。」(A・T・XI・328・Art・1・)
つ ま り,情 念(♪assion)とい う言葉 は,元 来,受 動(Passion)とい う意
味 であ るが,そ れは心cp方か ら見 て受動であ り,身 体 の方か らい うと能動 で
あ る。す なわ ち人間の心 のなかには,身 体 を能動者 としてひ きお こされ る想
念(pens6e)があ って,こ れ が心 の情念(受 動)と よばれ るものなのであ る。
つ ぎに,デ カル トは身体 の機能 と心 の機能 を区別 し,前 者 について述べ た
後に,後 者について こ う述べてい る。
「か くして,身 体に のみ属す るすべ ての機能 を考察 した うえは,わ れわれ
の うちにあ ってわれわれ の魂 に帰すべ き ものは,わ れわれ の想念 以外に何 も
残 っていない,と い うことが容 易に認 め られ る。そ して想念 は主 として2種
類 ある。す なわ ち1つ は魂 の能動 であ り,他 は魂 の受動で あ る。わた しが魂
の能動 と名づけ るものは,わ れわれ の意志(volont6s)のすべ てであ る。 な
ぜな らば,意 志は直接われわれ の魂か ら くる ものであ り,ま た魂のみに依存
してい る らしい,と い うこ とをわれわれが経験す るか らで ある。 これ に反 し
て,わ れわれの うちにあ るあ らゆ る種類 の知覚 または認識は,一 般に魂 の受
動(情 念)と 名づけ ることがで きる。なぜ な らば,知 覚 を現にあ るが ごとき
ものた らしめ るのは,多 くの場合 われわれ の 魂では な く,魂 は知覚 をつね
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に,そ の知覚に よって表象 されてい る事物か ら受け とるか らで あ る。」(A・T・
XI.342.Art.17.)
このあ と,知 覚をい ろいろ と分類 してい るが,そ の うち心その ものに関係
のあ る知覚を 「魂の諸情念」 と名づけて,そ れ を次 の よ う㌧に定義 してい る。
「情念 とは,魂 の知覚(perception),または感覚(sentiment),または感
動(6motion)であ って,と くに魂 に関係づけ られ,か つ(動 物)精 気 のあ
る運動 に よって,ひ き起 こされ保持 され強化 され るところの ものであ ると一
般 に定義す る ことがで きる。」(Art・27・)
そ して これを次の よ うに説 明 してい る。
「魂 の能動で もなければ,意 志で もないすべ ての想念を意味す るために,
知覚 とい う語を一般 に用 い るな らば,情 念は知覚 と名づけ る ことはでき る。
しか し,こ の語 を 明白な認識 を意味す る場合 にのみ用い るな らば,情 念 は知
覚 とは名づけ られ ない。なぜ な らば,経 験が 明 らかに示す よ うに,自 分の情
念に よって最 も強 く動 か され る人び とは,情 念を最 もよ く認 識す る人 び とで
は な く,ま た この よ うな情念は魂 と身体の密接 な結合が混乱 と不 明瞭 を招 い
た ところの知覚 に数 え上げ られ るか らであ る。情念 は また感覚 と名づけ るこ
とがで きる。 とい うのは,情 念は外 的感覚 の対象 と同 じ仕方 で魂 のなかに受
け と られ,他 のや り方 では魂 に よって認識 され ないか らであ る。 しか し,情
念を一層適切 に魂 の感動 と名づけ るこ とがで きる。 とい うのは,こ の名称は
魂の なかに起 るすべ ての変化,す なわ ち魂 のなかに生ず るすべ ての想念を さ
すのに用い るこ とができるぼか りでな く,特 に,魂 が もち うるすべ ての種類
の想 念のなか で,こ の情念ほ ど強 く魂 を動か し揺がせ るものは他に ないか ら
であ る。」(A・T.XI.349-350.Art.28.)
デカル トにおいては結 局,情 念 とは
知覚(perception)
または,感 覚(感 情,sentiment)
または,感 動(情 緒,6motion)
?
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を意味す る。 したが って,そ の内容は未 だ 明白 とはいえないが,定 義の後半
に彼 が明確 に強調 してい る次 の点に注 目しなければ な らない。
「わた しは情念は,特 に魂 に関係づけ られ る,と つけ加 えたが,そ れは他
の感覚,す なわ ちその一つは香 りや音や色 の よ うな外的対象に関係づけ られ
る ものであ り,他 は飢えや渇 きや痛 みの よ うな身体 に関係づけ られ る もの,
か ら区別す るためであ る。 またわた しは,情 念 は精気のあ る運動 に よってひ
き起 こされ保持 され強化 され るとつけ加えたが,そ れは情念をわれわれの意
志か ら区別す るためであ る。 ここに意志 は(魂 が)み ずか ら関係づけ る魂の
感動 と名づけ ることがで きるが,し か し意志 は魂 自身に よってひ き起 こされ
るもので ある。それ か らまた上の よ うにつけ加 えたのは,情 念の最終的 な最
も近 い原因 を明 らか に して,情 念を も う一度他の感覚か ら区別す るためであ
る。」(A.T.XI。350.Art,29.)
以上情念の説明を詳 しくデカル トは述べ ているが,問 題 は,情 念に対す る
心の支配力であ る。意志に よって情念に打 ち勝 ち,情 念に ともな う身体の運
動を抑制で きる人 こそ,強 い心 の持主 といえ る。
「われわれ の情念(受 動)も またわれわれ の意志のはた らき(能 動)に よ
って直接 にひ き起 こした り取 り去 った りはで きない。 しか し間接 には,わ れ
われが持 と うと意志す る情 念に習慣的に結びついてい るものを表象 し(思 い
浮 かべ)た り,ま たわれわれ が退け よ うと意志す る情念に相反 す る ものを思
い浮かべ ることに よって,そ れ らが可 能 とな る。た とえば,自 分のなかに大
胆 の情念 を生ぜ しめ,恐 怖 の情念をな くす るためには,そ うしよ うと意志す
るだけでは十分ではな く,そ れ よりも,危 険 が大 き くない とか,逃 げ るより
も守 る方がつねに よ り安全であ るとか,勝 てば名誉 と喜び を得 られ るが,逃
げれ ぽ悔 い と恥 しか得 られ ない こと,そ の他 これに類す ることを,わ れわれ
に納得 させ る ような理 由な り事物 な り実例 な りを熟慮す ることに専念 しなけ
ればな らない。」(A・T.XI.362-363・Art・45.)
「魂は微 弱な情念を抑制す ることは容 易にで きるが,き わ めて強 くきわめ
(24) 人 文 研 究 第38輯
て烈 しい情念は,血 液 と精気 の動揺が おさ まる までは抑制す る ことがで きな
い。 この動揺が さか んであ る間に,意 志がな しうる精一杯の ことは,動 揺 の
結果を受け入れ ることな く,動 揺 が身体 に うながす運動の多 くをお さえ るこ
とで ある。」(A・T・XI・364・Art・46・)
「生 まれつ き意志 に よってきわめ て容易に情 念に打 ち勝 ち,情 念に ともな
う身体の運動 をお さえ うる人 び とは,疑 い もな く最 も強い魂 を もってい る。
しか し魂 の強 さを試す ことので きない人 び ともある。それは意志 を して,そ
れみずか らの武器 を もって戦わ しめ ることをな く,あ る情念に対抗す るた め
に,単 にあ る他 の情念が提供 す る武器 を もって戦わ しめ るか らであ る。意志
みずか らの武器 と名づけ るものは,善 と悪 との認識 に関す る確 固 と した決定
的な判 断であ り,そ れ に したが って意志 がみずか らの生の行動 を導 こ うと決
心 した ものであ る。最 も弱い魂 とは,そ の意志が一一定 め判 断に従 お うと決 心
す る ことな く,た えず その場 の情念に お し流 され るが ままにな るものをい
う。そ して,そ れ らの情念は しば しば互 いに相反す るものであ って,か わ る
がわ る意志を 自分の側 に従わせ,意 志 を して 意志 自身 と戦わ しめ,魂 を こ
の上 もな く 歎かわ しい 状態 にお としいれ るのであ る。」(A・T・XI・366-367・
Art.48.)
人 は この強 い心 をいかに して持 つ こ とがで きるで あろ うか。それ に対 して
デカル トは具体的 な方法を述べ てはいないが,第1部 をつ ぎの よ うに結んで
い る。
「理性(raison)を持 たない 動物 において さえ,脳 の運動 をわずかの工夫
で変 え るこ とが で きる以上,人 間においては もっと うま くそれがで きるこ
と,ま た最 も弱い魂 を持 ってい る人 び とで も,魂 を訓練 し指 導す るために十
分の工夫 を用 い るな らぽ,あ らゆ る情念に対 して実 に絶対 の支配権を獲得で
きるであろ うこ とは,明 らかで あ る。」(A・T・XI・370・Art・50・)
第2部 は 「情念 の数 と順序 につ いて,な らびに6つ の基本的情念の説明」
と題 され,ま ず 「情 念の第一原因は何にか」の説明か らは じまる。ついで,
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鷲異をは じめ と して,多 くの清念についての説 明がな され ている。例をあげ
ると前節に述べ た よ うに,後 悔(repentir),呵責(remords)などがあ る。
デカル トは結 局多 くの情念 の うちの,基 本的 な ものは6つ(驚 異,愛,憎
しみ,欲 望,喜 び,悲 しみ)で ある とし,そ れ らについて詳 細に述べ てい る
が,こ こでは割愛 し,欲 望についてだけふれてお こ う。
「われわれ に少 しも依存 しない物 については,そ れ らが いかに善であ って
も,決 して熱心 に(avecpassion)望んではな らない。 そ の理 由は,そ れ ら
が起 こりえない場合 があ り,し たが って,望 む ことが強ければ強いほ ど一層
われわれを悲 しませ るぼか りでな く,主 としてその物 が,わ れわれの思いを
独 占 して,わ れわれ に よって獲得で きる他の ものに,わ れわれ の情愛 を向け
しめないか らで ある。そ して,こ れ らの空 しい欲望に対 しては,2つ の一般
的 な治療法があ る。 第1は 高遽 の心(高 貴,勇 敢,寛 大,g6n6rosit6)であ
り,こ れについては 後に述べ る。 第2は 神 の摂理・■'"■e・であ る。」(A・T・XI・
437-438.Art.145.)
欲望に対す る第1の 治療法 であ る高適の心 とは何 であろ うか。 これ につい
ては,次 の第3部 「特殊情念について」を読 んでみ なけれぽな らない。
「わた しには,自 分 を尊ぶべ き正 しい理 由をわ れわれ に与 え うる もの と し
て,わ れわ れのなかにただ一つの もの しか認 め られない。す なわ ち,わ れわ
れの 自由意志(librearbitre)の使用であ り,わ れわれの 意志に対 してわれ'
われが持 っている支 配力であ る。なぜ な らば,わ れわれ が正 し く賞 讃 され,
また非難 され うるのは,た だ この 自由意志に依存す る行為に対 してのみであ
るか らで ある。そ して,こ の 自由意志 がわれわれ に与 える権利を卑 劣 さに よ
って失 なわ ない限 り,自 由意志はわれわれをわれわれ 自身の主た らしめる こ
とに よって,自 由意志は われわれを あ る意味 で 神に似 た ものにす るのであ
る。」(A.T.XI.445,Art.152.)
「そ こでわた しは思 うのである。人間 を して 自分 自身を正当に尊 び うる極
点 まで尊ば しめ る真の高遙 とは,一 面ではただそ の人間が,自 分の意志を 自
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由に処 理す る力 以外に真に 自分に属 してい る ものは何に もな く,ま た この力
を よ く用 い るか,わ る く用い るかに よ らないか ぎ り,賞 讃 された り非難 され
た りしなけれ ぽな らない理由は何 に もない,と い うことを知 る ことであ り,
また一面,意 志 を よ く用い よ うとす る確固不動の決意,す なわ ち,み ずか ら
最善で あると判断 したすべ ての ことが らを企 て実行 す るために決 して意志 を
欠 くまい とい う決意を 自分 自身に感ず ることであ る。 これ こそ完全に徳 に従
うことであ る。」(A.T.XI.446・Ar七.153・)
「この ように高適 を もつ人び とは,生 まれ なが らに偉 大な ことを しよ うと
してい るが,し か も自分にで きない と感ず ることは一切 これ を企 てない。 ま
た他人に対 して善を な し,自 己の利害 を軽視す る,と い うことよ り偉大な も
のはない と評 価す るので,こ の理由か ら彼 らはだれに対 して もつねに 申 し分
な く礼儀正 しく,愛 想 よ く,親 切 であ る。 またその上,彼 らは 自分の情念を
完全に支配 してい る。 と くに,自 分の力で得 られ ない もので,自 分が大いに
望む だけの値 のある ものはない と考 えてい るか ら欲望や執着や羨望に動 か さ
れない。」(A.T.XI・447--448・Art・156・)
自由意志 は決 して先 天的に与 え られた もので もなけれぽ後天的に獲得 され
た もので もな く,意 志の善用 に よってそのつ ど征服 され るものであ る。す な
わ ち意志 を 自由に支配す る力 こそ人間 の最後の拠点 であ る。 デカル トは この
亀自由意志が人間を神に も等 し くす るばか りでな く
,神 か ら独立な ものに さえ
す る と敢 えて言 うのである。
「情念論」の最後の項す なわ ち第212項は 「人生 の善 と悪 とのすべ ては,
ただ情念 にのみ 依存 してい ること」 と題 され,「 知恵が主 と して有用であ る
のは,そ れがわれわれ を してみずか ら情念を支配せ しめ,情 念 を巧 みに処理
す る ことを教 え る点に ある。その結果,情 念のひ きお こす禍は きわ めて堪 え
やすい ものにな り,そ れぼか りか,す べ ての禍か ら喜 びを引 き出す こともで
きるのである。」(A・T・XI・488・)との語で結ばれてい る。
デカル トの 「情念論」は暫定 的道徳律 か ら決定的道徳律を生む過程 のなか
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に しるされた ものである といわれ ているが,ま さに彼 に とっては悪戦苦闘の
ドッキ ュメン トといえ よ う。
この新 しい道徳律 は,デ カル トか らエ リザベ ー ドへの手紙(1645,8。4,)
のなかに次 の よ うに書 かれ てい る。
「第1は,人 生のいかな る場合 において も,人 がなすべ きことまたは なす
べ か らざることを知 るために,で きる限 り彼 の精神 を よ く役立 て るよ うにつ
ね に努 める ことであ ります。
第2は,人 は 自らの情念 または欲望に よって脇 道 にそ らされ ることな く,
理性 が彼 に勧め て くれ るすべ ての ことを実行す る確 固不動 の決意 を もつ こと
で あ ります。わた くしは この決意の堅 さこそ徳 と考 え られ るべ きもの と思い
ます。た とえい まだか って誰 もこの ように説 明 した ことのあ るのを存 じませ
んがo… …。
第3は,理 性にしたがって,で きるかぎ り,上 のように 行動 している間
に,人 は自分の所有 していない幸福はいずれ も完全に自分の力の外にあるこ
とを考え,こ の方法によって,そ れ らの幸福を欲 しが らぬように慣れること
であ りまーす。なぜな らばわれわれが満足することを妨げ うるものは,欲 望と
哀惜 または後悔の外には何にもないか らであ ります。 しかし,も しわれわれ
がつねに理性の命 じていることをすべて行なっているな らば,た とえ後にな
ってさまざまの出来事がわれわれの誤っていることをわれわれに見させたと
して も,われわれは後悔すべ き何 らの理由をも決 してもたないであ りましょ
う。なぜならば,そ れはす こしもわれわれの過失ではないか らであります。
・ ● ・.● ・O
われわれの理性 が少 しも誤 りをおか さない とい うことも必要では あ りませ
ん。われわれが最良であ ると判 断 した ことをすべ て実行す るた めに,決 意 も
徳 も決 して欠 くことがなかった とわれわれ の良心が保証 して くれ るだけで十
分であ り,し たが って,こ の世でわれわれを満足 させ るには徳だけで十分な
のであ ります。」(A・T・IV・265-267.)
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最後に1デ カル トに 関心を もつ 人な らば 必ず発す る ところの 問があ る。
「デ カル トとは一体如何 なる人で あったのであろ うか」 と。 これに対す る ア
ランの鋭 い要約を もって拙ない稿 の しめ くくりとす る。
ノ
「デカル トは,私 め見 るところでは,」とア ランは彼の著書(ld6es,Etude
surDescartes,Rem6desauxpassions・)の結論 として書 いている,「(己れ
の心 の)最 初 の動 きに従 い,決 断に富み,大 の旅行家で,ど んな見 ものに も
好奇 心があ り,つ ねに何かを知覚 しよ うと求めてい る人で あったか ら,デ カ
ル トは,単 なる理性的精神は何 ごとを も始めない ことを,ま たわれわれ の徳
も,決 意 も,さ らには思考 さえ も,そ の出発 点は本性 の衝動の なかにあ るこ
と,そ れ は一度だけでな く,つ ねにそ うだ とい うことを,ど んな人 よりもよ
く知 りまた感 じていたにちがいない」 と◎
(1968.10,30。)
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